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排出事業者のための

３Ｒ支援施策
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産業廃棄物の３Ｒ



「持続可能な社会」を構築するためのキーワード

「Ｒｅｄｕｃｅ」排出削減
→ 廃棄物の発生そのものを減らす。

「Ｒｅｕｓｅ」再使用
→ 物を繰り返し使う。

「Ｒｅｓｙｃｌｅ」再生利用
→ 資源として再び使用する。
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「３Ｒ」って何？

天然資源の利用を抑制し、環境影響の少ない
社会活動を目指す。循環型社会を構築。
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廃棄物の３Ｒに取り組むメリットは何？

廃棄物処理費用の削減

作業の効率化やコストダウンに効果

地球温暖化防止の取り組みにも効果

会社のＣＳＲの向上

従業員･職員の意識改革

廃棄物の適正処理の推進
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コストメリット

企業の将来ビジョン

Ex.星野リゾートの考え方

客は環境配慮の基準でリゾートを選
ばない。しかし環境活動を徹底して
行う。何故か？

① コストメリット。廃棄物削減は経
費削減。利益に直結する

② 将来ビジョン。国立公園内で環
境負荷をかけないリゾートを作りたい。

（日経エコロジー）



中小企業における環境問題への取組状況 －取り組みの実態と問題点－
日本政策金融公庫総合研究所(2011.5)

（2010年アンケート調査.回収数6,828社）
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１．ゼロエミッションアドバイザー派遣事業
廃棄物排出削減、コスト削減を目指す企業に対しアドバイス。

環境マネジメント等の専門家（アドバイザー）を無料で派遣

２．産業廃棄物３Ｒの研究開発、施設整備補助
産業廃棄物３Ｒ促進のための研究開発、設備整備等に対し補助

を実施（補助率１／４～２／３）

３．産業廃棄物処理・３Ｒ情報等提供事業
３Ｒ技術やリサイクル業者等の情報を提供

４．３Ｒ促進のための人材育成事業
セミナー、講習会開催、講師派遣、啓発冊子等作成
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京都府産業廃棄物３Ｒ支援センター事業
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産業廃棄物の３Ｒを推進し、環境負荷の少ない循環型
社会構築を促進するため、以下の事業に対し補助

事業名 研究、技術開発補助 施設整備補助

対象事業
産業廃棄物の３Ｒの促進に関する研究、
技術開発又は産業廃棄物を使った商
品開発を行う事業

産業廃棄物の３Ｒ
に係る施設を設置
する事業

事業の

実施形態

事業者が大学当研究
機関と共同で行う事業

民間事業者が行う事業

補助率 ２／３以内 １／２以内 １／４以内

補助期間 事業年度から３年度以内 同２年度以内

助成額 ５０万円以上１，０００万円以内

産業廃棄物発生抑制等促進事業



事業者名 種類 テーマ

（株）湖池屋
南丹市

施設 蒸気式真空乾燥装置の導入による自社汚泥
の減量化と堆肥化の推進

丸信木材工業(株）
南丹市

施設 破砕機の導入による自社木材廃棄物のバイ
オマス燃料化

(株)京都庵
福知山市

研究 地場産食品製造副産物混合資材を用いた肉
牛・乳牛用飼料の開発

(株)アイステップ
京都市

研究 過熱水蒸気を利用した熱分解･変換による廃
棄物（有機物を含む）からの資源回収

京都工業プラント(株)
綾部市

研究 低炭素リサイクル燃料の研究と装置の開発

宇治田原むく福祉会
宇治田原町

研究 柿酢製造時に排出される搾り粕の有効な活
用法について

平成２７年度の補助事業公募状況

「研究」･･･産業廃棄物減量推進事業（研究・技術開発分野）
「施設」･･･産業廃棄物再資源化施設整備事業（リサイクル施設等整備分野）
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｢排出事業者のための産業廃棄物３Ｒのポイント｣

廃棄物の３Ｒ（Ｒｅｄｕｃｅ・Ｒｅｕ
ｓｅ・Ｒｅｃｙｃｌｅ）をどのように
進めるか。

廃棄物削減の手法、ノウ・ハ
ウを分かりやすく解説。

経営マネジメントツールの
「ＰＤＣＡサイクル」に乗せ、
「廃棄物３Ｒ推進計画」を推進。

ゼロエミアドバイザー、廃棄
物処理業者、行政職員、学識
経験者の知恵と経験を出し合
い作成。
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｢排出事業者のための処理委託のポイント｣

「廃棄物は処理業者に委託
したら終わり」ではない。

『排出事業者責任』は年々重
く。「契約」「マニフェスト」「事
後確認」が絶対必要。怠ると
法違反に問われることも。

複雑で取っつきにくい廃棄物
の法律を、事例も交えて分か
りやすく説明します。
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ご静聴ありがとうございました。
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